
報告します

利
用
状
況

　
三
館
合
計
（
24
年
）

　
　
３
４
８
７
３
人

貸
出
冊
数

　
三
館
合
計
（
24
年
）

　
　
６
２
０
６
２
冊

蔵 

書 

数

　
甲　
山

　
　
２
６
３
０
９
冊

　
世　
羅

　
　
２
４
４
４
０
冊

　
世
羅
西

　
　
２
３
１
２
６
冊

　
３
館
と
も
来
館
者
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。
今
後
、

予
約
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
親
し
み

や
す
い
図
書
館
を
目
指
す

方
針
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
機
器
の
活
用
と

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は

課
題
と
現
状

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
が
遅
い
。
Ｏ
Ａ
技
術

に
個
人
差
が
あ
る
。
Ｏ
Ａ

機
器
の
幅
広
い
活
用
で
事

務
の
効
率
ア
ッ
プ
を
図
る

べ
き
。

対
　
策

　
25
年
度
に
新
し
く
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
す
る
。

　
職
員
に
Ｏ
Ａ
研
修
の
機

会
を
提
供
す
る
。
文
書
主

体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く

取
り
入
れ
る
な
ど
の
改
善

方
針
が
報
告
さ
れ
た
。

24
年
度
町
税
等
の

決
算
見
込

　
前
年
度
に
比
べ
固
定
資

産
税
、
町
県
民
税
、
国
保

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
の

収
納
率
は
微
増
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
徴
収
事

務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
。

　

な
お
、
24
年
度
保
育

料
、
給
食
費
は
と
も
に

１
０
０
％
完
納
さ
れ
て
い

た
。第

５
期
介
護
保
険

決
算
見
込
み

　
第
５
期
介
護
保
険
事
業

の
１
年
目（
24
年
度
）は
、

認
定
者
数
お
よ
び
給
付
費

と
も
に
増
加
し
て
お
り
、

対
前
年
度
比
３
％
増
で
あ

る
。
今
後
も
厳
し
い
状
況

が
予
想
さ
れ
る
の
で
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。

厚
労
省
試
案
は

　
介
護
保
険
事
業
の
要
支

援
１・
２
を
町
へ
移
管
す

る
方
針
を
固
め
た
。
介
護

保
健
事
業
か
ら
要
支
援
を

切
り
離
し
た
場
合
の
影
響

は
、
各
自
治
体
の
実
情
に

左
右
さ
れ
、
今
後
の
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
民
健
康
保
険

課
税
見
込
み

　
今
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
は
、
前
年
度
と
同
率

課
税
の
見
込
み
。
ま
た
、

医
療
費
の
動
向
は
、
前
年

同
期
と
比
較
し
た
結
果
、

若
干
下
回
っ
て
い
る
。

健
康
対
策
は
、
健
康
福
祉

ま
つ
り
・
各
種
健
診
の
受

診
率
ア
ッ
プ
な
ど
重
点
施

策
の
説
明
を
受
け
た
。

厚
労
省
試
算
案
は

　
今
後
の
国
保
運
営
を
町

か
ら
県
に
事
務
移
管
す
る

と
発
表
。
事
務
移
管
し
た

影
響
は
、
国
保
事
務
を
共

同
処
理
し
た
場
合
、
人
口

規
模
の
小
さ
い
自
治
体
は

現
在
よ
り
負
担
が
増
加
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後

の
動
向
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

必
要
が
あ
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

町
内
三
図
書
館
の
現
状

世羅図書館で説明を受ける委員
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対
策
協
議
会
の
要
望
に
対

し
て
６
市
か
ら
回
答
を
受

け
、
５
月
に
同
協
議
会
が

開
か
れ
た
。
町
は
、
引
き

続
き
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。町

道
の
維
持
舗
装
は

　

町
全
域
の
町
道
延
長

は
、
８
０
４・
７
㎞
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
１・
２
級

町
道
は
、
一
〇
〇
％
舗
装

済
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他

の
町
道
の
１
５
２
㎞
は
未

舗
装
で
、
総
延
長
の
約
２

割
。
町
道
の
維
持
に
は
、

多
額
の
予
算
が
必
要
で
あ

り
、「
ふ
る
さ
と
の
道
づ

く
り
事
業
」
な
ど
を
活
用

し
舗
装
に
努
め
て
い
き
た

い
。
生
活
道
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
す
る
。
町

道
改
良
は
、
多
く
の
要
望

が
出
さ
れ
て
お
り
、
改
良

　
24
年
度
繰
越
事
業
の
本

管
工
事
が
進
ん
で
お
り
、

現
場
で
説
明
を
受
け
た
。

　
本
年
度
も
20
％
の
予
算

カ
ッ
ト
が
あ
り
、
１
期
工

事
の
28
年
度
完
成
は
難
し

い
よ
う
で
あ
る
。
供
用
開

始
地
区
の
加
入
を
勧
め
て

い
る
が
、
公
共
枡
設
置
に

対
し
約
50
％
の
加
入
率
で

あ
る
。
本
年
度
は
、
甲
山

本
通
り
、
甲
山
小
学
校
付

近
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
。野

積
み
堆
肥

そ
の
後
の
状
況

　
業
者
は
、
市
と
県
に
対

し
裁
判
が
係
争
中
で
、
問

題
解
決
に
至
っ
て
い
な

い
。
汚
泥
を
出
し
た
関
係

市
と
民
間
の
大
口
排
出
事

業
者
と
県
の
３
者
で
協
議

す
る
方
向
で
あ
る
が
、
具

体
化
し
て
い
な
い
。
地
元

基
準
に
よ
り
進
め
た
い
と

説
明
が
あ
っ
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策

並
び
に
中
山
間
直
接

支
払
制
度
の
状
況
は

　
24
年
度
の
交
付
金
総
額

は
、
約
３
億
４
０
０
０
万

円
、
う
ち
米
作
に
１
５
７

０
戸
、
約
２
億
２
０
０
０

万
円
が
支
払
わ
れ
、
中
山

間
地
域
直
接
支
払
は
、

２
億
４
０
０
０
万
円
で
、

99
の
地
域
協
定
と
21
の
個

別
協
定
に
支
払
わ
れ
た
。

25
年
度
は
、
協
定
が
２

件
、
17
・
５
ha
の
増
加
を

予
定
し
て
い
る
。

八
田
原
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
の
管
理
状
況
は

　
管
理
人
２
人
が
交
替
で

対
応
し
て
い
る
。
利
用
者

は
、
年
間
約
３
０
０
０
人

で
主
な
使
用
目
的
は
キ
ャ

ン
プ
で
あ
る
。
指
定
期
間

は
、
27
年
３
月
ま
で
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
指
定

管
理
方
法
に
つ
い
て
引

き
続
き
研
究
し
、
今
年

度
中
に
方
向
性
を
出
し

た
い
。

委員会は 今

下水道推進工法工事現場

産
業
建
設
常
任
委
員
会

公 

共 

下 

水 

道 

事 

業
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　地域によっては、議会報告会で出された意見に対する回答が示されてい
ないという意見があったが、議会は、自治センターにまとめて送付してい
る。
　議会での質問は、事前にしっかり調査し、発言すべきであるという意見
があった。今後の議会改革調査特別委員会で認識を深めたい。

議会報告会並びに
意見交換会

議会改革調査特別委員会

議会報告会での意見や気付き

　13自治センターで開催した議会報告会並びに意見交換会での意見を集約し、町に意見書を
送付すると共に、回答が必要なものは自治センターを通じてお返しする。

甲山自治センター

山福田自治センター
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